
141

編
集
後
記

　

『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
創
刊
号
が
完
成
し
た
。
創
刊

号
は
「
特
集
●
貴
司
山
治
と
〈
占
領
・
開
拓
〉
の
時
代
」

と
し
て
特
集
論
文
四
本
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
一
本
、
一

般
論
文
二
本
、
レ
ビ
ュ
ー
二
本
、
そ
し
て
資
料
と
し

て
柳
瀬
正
夢
の
「
満
洲
日
記
」
の
翻
刻
を
掲
載
し
て

い
る
。
胡
麻
の
中
澤
昌
平
さ
ん
は
、
畑
仕
事
の
繁
忙

期
に
の
ん
き
に
出
か
け
て
い
っ
た
私
た
ち
に
快
く
お

話
し
下
さ
っ
た
。
高
原
で
の
至
福
の
ひ
と
と
き
だ
っ

た
。

　

な
お
、
小
誌
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
は
、
資
料
と
し
て

雑
誌
目
次
総
覧
（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
（
白
揚
社

版
）
』
『
進
歩
』
『
エ
ク
リ
バ
ン
』
）
も
掲
載
す
る
。
い

ず
れ
も
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
会
員
の
研
究
成
果

で
あ
る
。

　

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月

に
発
足
し
た
。
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
「
立
命
館
大

学
国
際
言
語
文
化
研
究
所
萌
芽
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
」
へ
の
応
募
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
度
ま
で
採
択

さ
れ
、
支
援
を
受
け
た
。
そ
の
間
、
研
究
代
表
は
内

藤
由
直
、
友
田
義
行
、
村
田
裕
和
と
交
代
し
つ
つ
、

立
命
館
大
学
を
中
心
に
、
京
都
大
学
、
同
志
社
大
学

の
院
生
・
ポ
ス
ド
ク
・
若
手
教
員
や
、
海
外
の
研
究

者
が
参
加
し
、
年
四
回
の
研
究
会
を
続
け
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
一
部
は
、
す
で
に
『
立
命
館

言
語
文
化
研
究
』
（
第
二
三
巻
三
号
、
二
〇
一
二
年

二
月
発
行
）
に
特
集
「
〈
占
領
と
開
拓
〉
の
問
題
系
」

（
内
藤
由
直
編
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
研
究

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

研
究
会
情
報
な
ど
は
ブ
ロ
グ
「
占
領
開
拓
期
文
化
研

究
会
」
（h

t
t
p
:
/
/
s
e
n
r
y
o
k
a
i
t
a
k
u
k
i
b
u
n
k
a
.
b
l
o
g
.

f
c
2
.
c
o
m

）
で
随
時
発
信
し
て
き
た
。

　

本
誌
『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
は
、
研
究
会
の
こ
の
三

年
間
の
歩
み
の
中
で
、
研
究
活
動
の
場
を
一
段
と
開

か
れ
た
も
の
と
し
、
み
ず
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
発
信
し
た
い
と
い
う
会
員
た
ち
の
強
い
思
い
に

よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
国
際
言
語
文

化
研
究
所
の
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
し
に
は
実
現
し

な
か
っ
た
。
研
究
所
の
諸
先
生
お
よ
び
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

前
所
長C

h
a
r
l
e
s
 
F
o
x

先
生
、
現
所
長
崎
山
政
毅
先

生
か
ら
頂
戴
し
た
ご
高
配
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が

あ
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
た
い
。
多
く
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
抱
え
、
相

互
に
緩
や
か
な
つ
な
が
り
を
持
ち
つ
つ
、
自
由
な
研

究
活
動
を
保
障
す
る
研
究
所
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
き
た
い
。

　

今
号
の
特
集
で
貴
司
山
治
と
い
う
け
っ
し
て
著
名

で
は
な
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
を
取
り
上
げ
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
の
多
く
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
に
不
二
出
版
か

ら
刊
行
さ
れ
た
『
貴
司
山
治
全
日
記
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
』
お

よ
び
そ
の
別
冊
『
貴
司
山
治
研
究
』
に
ス
タ
ッ
フ
あ

る
い
は
解
説
・
解
題
執
筆
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た
。

そ
の
編
集
母
体
で
あ
る
「
貴
司
山
治
研
究
会
」
が
立

命
館
大
学
文
学
部
の
中
川
成
美
教
授
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
元
を
た
ど
れ
ば
、
中
川
教
授
と
貴
司
山
治
ご
長

男
・
伊
藤
純
氏
と
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
よ
り
遙
か
以
前
に
、
教
授
の
元
で
貴
司
山
治
を

研
究
対
象
と
し
た
秦
功
一
氏
が
伊
藤
氏
の
お
世
話
に

な
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
頃
の

こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
中
川
先
生
、
伊
藤
氏
を
は
じ

め
、
解
説
執
筆
の
浦
西
和
彦
、
森
久
男
、
鳥
羽
耕
史
、

安
岡
健
一
各
氏
に
も
多
々
ご
教
示
賜
っ
た
。
こ
こ
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
（
同
研
究
会
に

つ
い
て
詳
し
く
は
中
川
成
美
「
文
学
者
・
貴
司
山
治
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と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」（
『
貴
司
山
治
研
究
』
所
収
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

　

貴
司
山
治
研
究
会
は
『
全
日
記
』
刊
行
を
前
に
研

究
会
活
動
は
終
了
し
、
編
集
作
業
に
注
力
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
編
集
作
業
の
見
通
し
が
付
く
と
、
内
藤
・

友
田
・
村
田
の
三
名
は
、
貴
司
山
治
も
ふ
く
め
つ

つ
、
よ
り
広
い
テ
ー
マ
で
の
研
究
会
の
設
置
に
つ
い

て
相
談
し
、
前
記
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
応
募
し

た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貴
司
山
治

と
の
出
会
い
な
く
し
て
、
研
究
会
は
始
ま
ら
な
か
っ

た
し
、
雑
誌
創
刊
に
あ
た
っ
て
貴
司
山
治
に
関
す
る

特
集
を
組
も
う
と
考
え
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で

あ
っ
た
。
今
回
は
、
は
か
ら
ず
も
一
九
四
〇
年
代
前

半
の
貴
司
山
治
に
焦
点
を
当
て
る
特
集
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
貴
司
山
治
は
、
速
記
者
を
数
名
同
時
に
抱

え
、
複
数
の
大
衆
小
説
を
同
時
進
行
で
口
述
し
て
い

た
。
ま
た
、
戦
後
に
は
、
新
聞
連
載
小
説
の
配
信
事

業
に
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
論
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
・
大
衆
文
化
論
と
い
っ
た
観

点
か
ら
の
研
究
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
に

関
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、『
全

日
記
』
刊
行
後
、
貴
司
が
戦
後
す
ぐ
に
発
刊
し
た
文

学
雑
誌
『
東
西
』
の
解
題
・
総
目
次
・
索
引
を
本
会

の
和
田
崇
氏
が
公
開
し
て
い
る
（
『
立
命
館
文
学
』

六
一
八
号
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
あ
り
）
。
あ
わ

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　

研
究
会
で
は
多
数
の
若
手
研
究
者
が
発
表
し
、
幹

事
持
ち
回
り
制
を
原
則
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
き

た
。
今
回
執
筆
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
原
稿
も
多
く

あ
る
。
次
号
を
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。
本
誌
は
当

面
、
年
一
回
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
冊

子
体
刊
行
後
一
ヶ
月
程
度
を
目
安
に
オ
ン
ラ
イ
ン
版

を
公
開
す
る
。
原
則
と
し
て
掲
載
内
容
は
同
一
で
あ

る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
は
、
冊
子
体
で
掲
載
で
き

な
か
っ
た
資
料
を
附
録
と
し
て
公
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
小
誌
へ
の
ご
批
判
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

　

研
究
会
に
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
ブ
ロ
グ

「
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
」
を
の
ぞ
い
て
い
た
だ

き
た
い
。
最
新
の
情
報
・
連
絡
先
は
こ
ち
ら
で
随
時

更
新
し
て
い
る
。
（
Ｍ
）

　

本
誌
の
図
版
掲
載
等
に
お
い
て
下
記
の
方
々
・
機

関
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

青
木
澄
夫

伊
藤
純
（
貴
司
山
治
・
貴
司
悦
子
）

伊
藤
弘
子
（
伊
藤
熹
朔
）

玉
井
良
子
（
玉
井
徳
太
郎
）

小
樽
文
学
館
池
田
寿
夫
文
庫

財
団
法
人
草
月
会

東
京
都
現
代
美
術
館
柳
瀬
正
夢
文
庫

　

（
敬
称
略
）

　

本
誌
は
、
二
〇
一
二
年
度
立
命
館
大
学
国
際

言
語
文
化
研
究
所
萌
芽
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
、

二
〇
一
二
年
度
立
命
館
大
学
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
若
手
研
究
）
の
助
成
を
受
け
た
。
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